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あい ホールディングス株式会社
証券コード：3076

第15期(2021年6月期)
決算説明資料
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第15期(2021年6月期)通期連結業績・予想

43,179 

46,219 
47,600 

7,596 

9,447 

10,100 

7,935 

9,879 

10,500 

4,620 

5,863 

7,000 

第14期 第15期 第16期

売上高 営業利益 経常利益 純利益

’20/6 ’21/6 ’22/6

（百万円）107.0％

124.4％
124.5％

126.9％

予想
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主要事業会社と事業内容

セキュリティ機器

カード機器

鉄骨CADシステム

情報機器

計測機器

耐震診断、構造設計

㈱ドッドウエル ビー・エム・エス

グラフテック㈱
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単位：百万円
（百万円未満切り捨て） ’19/6 ’20/6 ’21/6 前年比

セキュリティ機器 5,195 5,112 5,286 103.4％

カード機器及びその他事務用機器 1,041 697 491 70.5％

情報機器 1,498 1,354 3,236 239.0％

設 計 392 341 149 43.8％

連 結 8,410 7,596 9,447 124.4％

主要セグメントの営業利益

カード機器、設計等、一部セグメントが新型コロナ影響により減益となるものの、個人向けカッティン
グマシンの販売が好調な情報機器セグメントが全体業績を大きく牽引。過去最高益を達成。

※当セグメントで計上していた一部売上を’21/6第1Qより「その他セグメント」へ移行したことに伴い、 ’19/6、 ’20/6の数値を変更後のセグメント区分に基づき、
再計算しております。

※
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売上高
12,569 12,818 

13,900 

営業利益
5,112 

5,286 5,600 

'20/6 '21/6 '22/6

セキュリティ機器事業

103.4％

概況

・マンション向けは、前期コロナ禍による理事会・総会の延期等の影響から回復。
リプレース案件を順調に取り込み過去最高益を記録。

・22年6月期は、16年6月期の賃貸マンション向け大量受注のリプレース時期にあたり、
更なる増益を見込む。

（百万円）

予想
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売上高
4,414 

3,742 

4,400 

営業利益
697 491 

650 

'20/6 '21/6 '22/6

カード機器及びその他事務用機器事業

概況

・カード機器事業は、前年第１Ｑに消費税改定前の駆け込み特需があったこと、及び主要
販売先である病院向けで新型コロナウイルスの影響を大きく受け減益。

・鉄骨CAD事業は、営業活動における影響は回復したが、海外で養成したCAD技術者を日
本へ招聘するプログラムが新型コロナウイルスの影響で中断。

（百万円）

予想

※当セグメントで計上していた一部売上を’21/6第1Qより「その他セグメント」へ移行したことに伴い、 ’19/6、 ’20/6の数値を変更後のセグメント区分に基づき再計算して
おります。

70.5％
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売上高
15,263 

19,309 18,800 

営業利益
1,354 

3,236 3,100 

'20/6 '21/6 '22/6

情報機器事業

概況

・日本国内が新型コロナウイルスの影響による設備投資抑制により落ち込むが、個人向け
カッティングマシンのSilhouette Americaの販売好調が継続。情報機器セグメント合計
で最高益を達成。

（百万円）

予想

239.0％
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概況

・個人向けカッティングマシンの販売が非常に好調。従来より主力であった北米市場に限ら
ず、中南米、ヨーロッパ、アジアと全世界的に需要拡大し、過去最高の売上、利益を継
続。

・世界的な半導体不足に伴い、カッティングマシンに用いるICチップ調達に影響。22年6月
期計画は据え置きに留める。

売上、利益ともに過去最高を達成！

Silhouette社の実績・予想

売上高
9,633 

13,267 13,200 

営業利益
1,572 

2,883 2,800 

'20/6 '21/6 '22/6

（百万円）

183.4％

予想
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売上高
4,632 

4,299 4,500 

営業利益
341 

149 
250 

'20/6 '21/6 '22/6

設計事業

（百万円）

予想

概況

・新型コロナウイルスの影響により、特に民間における建設需要が落ち込み厳しい受注状況。
22年6月期の完成にも影響が残る見込み。

43.8％
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資 産 の 部
2020年
6月30日

2021年
6月30日 負 債 の 部

2020年
6月30日

2021年
6月30日

流動資産

・現金及び預金

・受取手形及び売掛金

・リース投資資産

・商品及び製品

・その他

固定資産

・有形固定資産

・無形固定資産

・投資その他資産

流動負債

・支払手形及び買掛金

・リース債務

・未払法人税等

・その他

固定負債

負債合計

株主資本

・自己株式

純 資 産 の 部

Ｂ/Ｓ重視、堅実経営

●自己資本比率：80.6% ●無借金経営 ●自己株式：9,233,285株

●配当：45円→50円（2022年6月期）５円増配

（単位：百万円）

連結貸借対照表（2021年6月30日現在）

40,333

25,507

6,296

763

5,136

2,628

46,997

32,058

6,653

801

4,638

2,846

20,644

9,573

2,603

8,467

19,637

9,504

2,280

7,852

66,63560,977

6,727

2,792

490

782

2,662

4,719 4,935

11,446 12,870

△582 △102

49,530

66,635

53,765

60,977負債・純資産合計資産合計

純資産合計

その他の包括利益累計額

7,934

4,250

479

661

2,542

50,055

△4,703

53,798

△4,705
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1976年より現在47回目を迎える歴史ある発明大賞で、当社グループ商品「Ai-Glies」 のプログラムの開発者である石井隆夫

氏が2012年に東京都知事賞を受賞しています。受賞内容は、「Ai-Glies」の特徴である’’3分ごとの時分割“によるデマンド制

御システムです。

第37回 発明大賞
東京都知事賞 受賞

「デマンド制御システム」

外気の不快指数連動制御の仕組みが評価され、1975年より現在46回目を迎える2019年度の「省エネ大賞」に、新たにグルー

プに加わった石井電気システムがノミネートされています。また、日本エネルギー学会の機関紙「えねるみくす」の特集記事

「省エネ大賞にみる省エネ技術の最近の動向」に同社の製品が紹介されました。

2019年度 省エネ大賞
ノミネート

当社グループ商品「Ai-Glies」の技術に関する表彰実績
(グループ会社 石井電気システム）

セキュリティ機器事業に続く第２の柱へ
新規「脱炭素システム事業」 がスタート！！

※「デマンドシステム事業統括部」を「脱炭素システム事業統括部」に名称変更しました。

※
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導入・受注事例

Case1
自社ビル

年間電気料金削減予想

1,135,000円 / 年

年間排出CO₂削減予想

約13.6t / 年

・10階建て自社ビル
・室外機 18台制御

節電モードにより電気使用量
を削減。
デマンド制御も実施し基本料
金も削減。

概要

Case2
工場

年間電気料金削減予想

700,000円 / 年

年間排出CO₂削減予想

約21t / 年

・4階建ての工場棟
・室外機 61台制御
室外機メーカーが3社混在

節電モードにより電気使用量
を削減。室外機メーカー複数
混在にも対応。CO₂排出量削
減のニーズに応える。

概要

Case3
病院

年間電気料金削減予想

5,150,000円 / 年

年間排出CO₂削減予想

約99.6t / 年

・7階建（病床数 約300床）
・室外機 70台制御

24時間空調を稼働しているた
め、電気使用量削減に大きな
効果。夏場のデマンドピーク
も抑えられ基本料金の削減に
も効果。

概要

Case4

年間電気料金削減予想

690,000円 / 年

年間排出CO₂削減予想

約12.7t / 年

・20階超のタワーマンション
・室外機 9台制御

内廊下の空調が24時間稼働し
ており電気使用量削減に大き
な効果。地下から屋上への大
規模な配線工事も無線により
省略。

概要

脱炭素・省エネソリューション「 」 の導入事例

※ 当社グループ商品「Air-Grit」は、「Ai-Glies」（“Glies”は、“Good climate while saving”（節約しながらいい気候）からの造語）に商品名を変更しました。

※

受注金額

2,350,000円

受注金額

6,450,000円

受注金額

5,400,000円

受注金額

1,700,000円

タワー
マンション
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本資料は情報提供を目的としており、本資料の内容に関し如何なる保証もす
るものではありません。
記載されている情報は掲載した時点での情報であり、記載時点以降に変更さ
れる場合がありますことを予めご承知置き願います。

本資料に関するお問合せ先

管理本部 広報室
TEL 03-3249-6335

E-mail aiinfo@aiholdings.co.jp

ご留意事項


